
8月10日(日) 17:00

2025年9月3日(水)～2025年11月30日(日)
（90単位時間履修) 

18,000円 (消費税込) 教材費は含まれています。

告示校に採用されて原則 3年以内の方 140名
（お申し込み内容に基づき、参加資格を確認させていただきます）

受講期間

対象・募集人数

受 講 料

フルオンライン研修で様々なICTツールの適切な活用について学べるチャンス

全国の教師と連携・協力することで他者とつながる意味を学べる

期間中は一流の講師陣による映像講義を繰返し視聴可能

日本語教育の参照枠を授業に活かす方法を学び、教師としてレベルアップ

修了が認定されると文部科学省HPの修了者リストに名前が載る（任意）

申込締切

お申込前に研修案内をお読みください。
https://www.nisshinkyo.org

お問い合わせ nisshinkyoshonin@gmail.com

一般財団法人日本語教育振興協会

成長し続ける日本語教師になろう！

日本語教師の養成及び現職日本語教師の研修事業文部科学省委託

令和7年度 留学生に対する日本語教師

【初任】研修

修了者には文部科学省へ申請後、オープンバッチが発行される （任意）

こちらのQRコードから
ご応募いただけます



研修カリキュラム

一般財団法人日本語教育振興協会
〒160-0004 東京都新宿区四谷4-28-14 パレ・ウルー4階 TEL：03-6380-6557

www.nisshinkyo.org/

平成元年の設立以来、日本語教育振興協会は、日

本語教育機関の質的向上を図るとともに，留学生が

安心して勉学に専念できる環境づくりに取り組んでい

ます。

当協会は、日本語教育機関の質保証システムとして

日振協第三者評価を実施しています。併せて、研修・

セミナーや調査研究など必要な各種事業に取り組ん

でいます。日本語教育機関の水準向上のための研

修・セミナーとしては、この初任研修のほかに、文部科

学省委託主任教員研修、日本語教育機関トップセミ

ナー、日本語学校教育研究大会、生活指導担当者研

修等を開催しております。

「教えたいように教え
るのではなく、学びた
いように教える」とい
う自己研修動画内の
言葉に感銘を受けた。

日本語教師としてのプランや
目標などを共有しながら考え
ることは示唆に富んでいてよ
かった。教案を考えるワークシ
ョップも様々なアイディアが出
ておもしろかった。

▶▶日本語教育振興協会とは?◀◀

0-1. オンライン・オリエンテーション

9月3日(水) 19:00-21:00 チームビルディング

<映像講義 理論編 >

1.  日本語教育・日本語教育機関の変遷
西原鈴子 (NPO日本語教育研究所理事長）

2. 日本語教育機関の歴史と現状
加藤早苗 (日本語教育振興協会理事長)

高山泰 (日本語教育振興協会専務理事)

3. 日本語留学生の背景
奥田純子 (元コミュニカ学院 学院長)

亀田美保 (大阪YMCA日本語教育センター センター長) 

山本弘子 (カイ日本語スクール代表)

4. 日本語教育の参照枠
奥村三菜子(NPO法人YYJゆるくてやさしい日本語の

なかまたち 副理事)

< 映像講義 実践編 >

5. 教案作成
倉本文子 (カイ日本語スクール研修担当主任)

6.  教材作成
藤本かおる (武蔵野大学グローバル学部准教授)

7. オンライン授業法
藤本かおる (武蔵野大学グローバル学部准教授)

8. 評価法
高橋薫 (創価大学学士課程教育機構准教授)

<集合研修> 

9-1. オンライン・ワークショップ①

10月4日（土）14:00～17:00

「日本語教育の参照枠」の理解とAIを利用した授業案の作成方法

※事前課題あり

9-2. オンライン・ワークショップ②

10月18日（土）東地区 14:00～17:00
10月25日（土）西地区 14:00～17:00

日本語教育の参照枠の視点からの授業案の検討・相互評価

※事後課題あり

<自己研修>

10.  映像講義（自己点検）
金田智子 (学習院大学文学部教授)

11.  演習（自己点検実習）
・経験の振り返りや議論等を通じた内省力の強化
・経験を通して学ぶ力の育成
・授業撮影⇒授業分析 など

12.  演習(相互評価)
・受講生同士のレポートを相互評価

※＜集合研修＞以外はご自身のペースで期間内に映像講義視聴・演
習に取り組んでいただけます。

※ 9-2. オンライン・ワークショップ②の地区は、0-1．のオリエンテー
ションの際にお知らせいたします。

※研修終了後にオンラインで修了式（出席任意）を実施する予定がご
ざいます。

この研修では普段交
流する機会のない他
地域の先生方とお話
をすることができ、そ
の中で様々な気づき
があった。

修了した先輩の喜びの声
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